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● 井上 真吾 / Shingo Inoue
● 株式会社Yuimedi 取締役 CTO

○ ex- CureApp
● CS - コンピューターサイエンス

○ JavaScript、データ処理、最近はLLMを用いたシステム開発など

● 医療情報の技術者としてOMOPに取り組んでいる
○ 医学分野は素人です

COI: 株式会社Yuimediの役員

ただし今日もYuimediの話ではなくOMOPそのものの話がメインです

自己紹介
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Leko



OHDSI Japan四度目の登壇です
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● 2026/04/20開催 @ Rotterdam（オランダ）

● 公式サイト にポスターや現地の写真など色々あ

がってます

● あるワークショップにリモート参加してきました

2026 EU Symposium
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https://ohdsi-europe.org/events-past-events-symposium-2026


● Anna Ostropolets氏がリードでForumで呼びかけ
○ https://forums.ohdsi.org/t/mindmeetsmachines-vocabulary-edition-ohdsi-eu-symposium/25056

● Human-arm vs Machine-armの精度勝負
○ “勝負”と言っているが、互いの強み・弱みを学び良いとこ取りしましょうという趣旨

○ Human-arm：その場でチームを組み 1hかけてマッピング

○ Machine-arm：事前に推論パイプラインを構築し WS当日に結果を提出

● ヨーロッパ圏の多言語で構成された診療行為コードがソース
○ マッピング先はSNOMED, LOINC, HCPCSなど標準コンセプト

○ 評価基準が設けられており、それに従って作成されたデータセットを元に成績を評価

○ 推論結果にはExact Match(1:1対応)、Broad Match(粒度を粗くしてマッチさせた )を付与する

● 木村先生からお誘いいただき参戦
○ アルゴリズム原案：木村先生

○ アルゴリズム実装＆精度改善：井上

MindMeetsMachines Vocabulary Edition
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https://forums.ohdsi.org/t/mindmeetsmachines-vocabulary-edition-ohdsi-eu-symposium/25056


● 2026 EU Symposiumにて開催されたMindMeetsMachines Vocabulary Edition
ワークショップの参戦レポート

● ボキャブラリマッピングの半自動化の概論
○ UsagiやAthena（NLP）でのアプローチ

○ LLMでのアプローチ

● OHDSI GenAI WGの活動について
○ Hecate、Ariadneについて

● まとめ

Agenda
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● 20:00-22:00 JST 😂
● およそ100人がワークショップに参加
● Machine-arm: よくあるモデルコンペのようなスタ

イル
○ gold standard（正解付きデータ）が事前配布、開発と精

度検証は各自が実施
○ 3人の専門家が独立にマッピングし合意形成、意見が割

れたものは議論の結果を反映
○ WS前日にスコア評価用データが配布され、開発したモ

デルでの実行結果を提出
○ 実装したアプローチについて1-2スライドで簡単に発表

● Human-arm: 人間チームによるボキャブラリマッ
ピング（専門性問わず）

○ 5チームで分担しMachine-armと同データを議論しなが
ら1hマッピングし提出

○ Athena / Usagi は利用可。GenAIの使用は禁止

● 運営側が両arm/全チームの提出物を取りまとめ

当日の様子
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振り返り：Jun 9のCommunity Call
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● 01:00-02:00 JST 😭
● 成績は3位でした  🎉

○ 人間チームに勝りました

● 人間チーム
○ 50人以上が参加し1hで約80%ほどマッピ

ング完了

● AIチーム
○ 正解・不正解の傾向分析を実施し得意不得

意の分類を整理

● Usagi（AI_team_3）
○ どのチームより低いスコアとなった

● 総評
○ Exact MatchはLLMの方が総じて高めの

傾向があり、Broad Matchは人間の方が高

い傾向にあった

https://www.ohdsi.org/community-calls-2026/

https://www.ohdsi.org/community-calls-2026/


その他ワークショップで話されたこと

● このコンテストは単発イベントではなく、OHDSIの大きな取り組みの一部
○ 継続的な受け皿として GenAI & Foundational Models WG
○ ボキャブラリ構築をAIで加速するプロジェクト Ariadne（今回はそのProcedure編）

● gold standard をめぐる議論
○ 󰐘󰐗󰎈󰏏から収集した352件の診療行為コード

■ 2人の専門家が独立にマッピング。意見が割れたら3人目の意見を踏まえ決定
○ コミュニティ共通の gold standard を整備したい

■ 「100%正解」は存在しない/作った後も見直す前提
■ そもそもマッピングの“ルール”自体がまだ明文化されていない（整備中）

● AIと人間の役割分担
○ human-in-the-loop は必須、という共通認識
○ 現実解は「機械がスクリーニング → 専門家が最終決定」

● 残る論点(コミュニティの関心事)
○ confidence(確信度)の較正、open-source vs フロンティアモデル
○ 医療特化の埋め込み vs 汎用、評価ベンチマーク(MedHELM 等)
○ 「これは世界がまだ解けていない難問」「協力すれば前進できる」
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● ボキャブラリマッピング補助ツール

● レビューやコメント機能がついてて便利

● 推薦精度は高くない
○ 古典的な文字列類似度に基づく

○ TF-IDFやLuceneを利用

OHDSIのGenAI:Before = Usagi
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「文字の類似」に依存し類義語・多言語・否定・lateralityなどに弱い
ただし結果の解釈性は高い（人間がみてなぜマッチしたか理解可能）

● ✅ 向いてる
○ Serum potassium → Potassium [Moles/volume] in Serum/Plasma (LOINC)

● ❌ 苦手
○ 同義語・言い換え：Heart attack → Myocardial infarction
○ 略語：CABG → Coronary artery bypass graft
○ lateralityや部位の取り違え：

■ X-ray of wrist → X-ray of hand/forearm 等に誤マッチ
■ Left total knee replacement → right・unspecified に誤マッチ

○ 否定・修飾：Absence of spleen が Spleen/脾臓系にマッチ
○ 多言語：ギリシャ語 ΣΤΕΦΑΝΙΟΓΡΑΦΙΑ、日本語 胃全摘術 

■ そもそもUsagiは非英語コードを英語に翻訳しない(Google翻訳等での前処理を推奨)
● Athenaはまた別（全文検索エンジンSolr）

文字列類似度ベースのマッチング

11



「ベクトルの類似度」に依存し類義語・多言語・否定・lateralityに強い

● LLMではRetrieval Augmented Generation(RAG)によく用いられている

● 与えた文がどういうベクトルになるか（良いマッチになるか）はモデル次第
○ 略語や同義語、多言語を学習させた LLMなら近しいベクトルになる、 etc

● 結果の解釈性は高くない。人間が結果を見ても直感に反することも

埋め込みベクトルベースのマッチング
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OHDSIのGenAI 2026年のボキャブラリ構築ビジョン
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● ソース語彙に対し、
○ 事前検証されたLLMパイプラインでマッピ

ングを探索

○ ある→リレーションを定義

○ ない→標準コンセプトを策定し適切な階層

に配置

● これをコミュニティのフィードバック

ループを受け改善していく

Ariadne: Automated vocabulary mappings using AI
https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc

https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc


Hecate
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● 埋め込みベクトルベースの

標準ボキャブラリ検索エンジ

ン

● GPT-o3でコンセプトの埋め

込みベクトルを生成

● 検索UI / API / MCPを公開

● 認証不要、無料で使える

https://hecate.pantheon-hds.com

UsagiよりAthenaより”文字”では

なく”意味”を拾いやすい

https://hecate.pantheon-hds.com/


ClaudeでHecate MCPを使ってみる
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MCP = LLMが外部サービ
スと連携するための標準技
術

Claude / ChatGPT / 
Geminiなどなど主要LLMプ
ロバイダーは大体MCPをサ
ポート

日→英でも検索できる。ただ
しノイズは多い

ガイ
ド:https://github.com/OHD
SI/Hecate/blob/main/mcp/
README.md

https://github.com/OHDSI/Hecate/blob/main/mcp/README.md
https://github.com/OHDSI/Hecate/blob/main/mcp/README.md
https://github.com/OHDSI/Hecate/blob/main/mcp/README.md


Ariadne: OHDSIのボキャブラリ構築プロジェクト
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● ソース語彙

● →(Hecate等で)候補抽出

● → LLMがベストマッチ選択

● → 無ければ標準コンセプトを策定し

適切な階層に配置(=RAG+人手

フィードバック)
● 現状開発しているモジュール

○ Conditions
○ Procedures
○ Drugs Ariadne: Automated vocabulary mappings using AI

https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc

https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc


Ariadneのアプローチ：Conditions
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● Input: gold standard内のソース語

● Term cleaning: 「not otherwise specified」のような非本質

的な語を除去

● Verbatim text matching: 標準概念の名称・シノニムに一

致すればマッチ、不一致ならRAG開始

● Embedding vector search:
○ Local PGVector(ローカルのpgvectorストアで検索 )
○ OHDSI vector search API = Hecate(公開の共有ベクトル API)

● Retrieval: 1用語あたり上位25候補を取得 → gold 
standardで検索性能を評価

● Add concept context: 候補概念の文脈(シノニム・上位/下
位概念)を付与

● LLM concept selection(GPT o3): 文脈をもとにLLMが

exact matchを選択、無ければ「該当なし」と判定

● 出力は Exact matches / No matches に振り分け → gold 
standardで精度評価

● 現状：recall 100%、accuracy 94%
同動画、1:44~

https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc

https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc


Ariadneのアプローチ：Procedures
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● Input: 原語と英語の両方のProcedureソース語(←Conditionsとちが

いProcedureは多言語前提)
● Term cleaning:「without contrast」のような非本質的な語を英語から

除去

● Verbatim text matching: 英語ソース語が標準概念の名称・シノニ

ムに一致すればマッチ、不一致ならRAG開始

● Embedding vector search を2系統並行:
○ Original term(原語のまま)で検索

○ English term(英語訳)で検索

○ いずれも OHDSI vector search API(Hecate) を使用、名称・シノニム

・mapped concept から候補抽出

● Retrieval: 既定で上位25候補

● Add concept context: 候補概念の文脈(シノニム・上位/下位概念)
を付与

● LLM concept selection(GPT o3): 原語＋英語＋候補の文脈から

推論してexact matchを選択、無ければ「該当なし」

● 出力は Exact matches / No matches に振り分け

● ※Conditionsとの違い=原語/英語の二経路検索で多言語に対応。た

だしProcedureはマッピング規約が未整備で、性能の難所

同動画、4:33~
https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc

https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc


Ariadneのアプローチ：Drugs
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● Input: 全ソース医薬品語＋ドキュメント → Term concatenating(全情
報をマスターシートに集約)

● Domain classification: GitHubの定義に基づき Device / Drug に
分類

● Attribute extraction(属性抽出): Ingredient/Dose Form/Brand 
Name/Supplier/Dosage

● Dosage normalization: 固形・液体・気体・パッケージで異なるルー
ルに従い用量を正規化

○ Map attributes: 各属性を Embedding vector search で RxNorm / RxNorm 
Extension の標準属性に対応づけ(=文字列丸ごとでなく属性単位でマップ)

● 生成物=source-agnosticな入力テーブル群 :
○ Drug concept stage(全drug/device/属性)
○ Internal relationship stage(drugと属性の関連)
○ ds stage(正規化済み用量)
○ relationship to concept(属性→RxNorm/RxE/UCUM)

● Build RxNorm Extension(boiler) に投入(決定的なSQL):
○ source非依存/分解済み入力テーブルを受け取り、既存のdrug構成・属性マッ

ピング・用量レンジから最適マッチを探索
○ 既存に無ければ新規概念を作成し、階層も構築・充填

SQLの詳細: Developing RxNorm Extension: A Step Toward Global 
Drug Data Harmonization in Observational Drug Research
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/41726498/

同動画、5:45~
https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/41726498/
https://www.youtube.com/watch?v=dj1m5Y22rAc


WSまとめ：今後の動き

●
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● OSVの再整備が動いている、人力の頑張りだけでなく仕組みを変える動き
● LLMにボキャブラリマッピングさせる方法論が徐々に確立されてきている

○ まだ領域ごとの正攻法は見え切っていない。依然として分野ごとの研究は必要
○ 機械的にBest-1を出す精度は70%程度がコンテスト参加者の限界

● ただし人間によるレビュー・修正は現時点では必須
○ Ariadneではコミュニティによるフィードバックループで駆動しようとしている
○ 井上はBest-1の選出精度だけでなく、いかにHuman-in-the-loopで効率的に高品質な表を生成できるかが現

実解として求められている認識

● Gold standardの共用化は重要な一手、ただし作成が難しい
○ 共通の指標で画一的にパイプラインの性能を測れる
○ ”完璧”の定義は非常に難しく、多くの人手と時間が必要

● Ariadne、HecateによるOSVの品質向上の取り組みに期待
● Community CallやGenAIの活動にリアルタイム参加したいけど、タイムゾーンが合わな

い...

まとめ
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